
増え続ける標本の収容

事務局

平成 15年度から始まつた県の自然史資料の

保存事業も、今年で 6年目に入りました。その

間最初に寄贈された伊藤二郎氏の植物標本か

ら、昨年度末で、25の個人や団体から約 15万

点余の多<の標本の寄贈を受け、今までに

約 5万点の整理と仮評価が終わり、県への移管

がなされています。

今年度より、収容室の面積の倍増により、収

容可能な空間が広がりました。そのため今まで、

寄贈依頼はあつたものの収容できずにいた標

本の搬入が可能となつたのです。

6月以降、3件の寄付、標本収容を実施しま

した。始めは、土 隆―先生の海外貝化石標本

25箱約 1,000点 です。これは、土先生のお宅

の一室に保存されていたもので、以前寄付いた

だいた国内産の貝化石に続<第二弾です。

駅に、故志村義男氏のシダ類植物標本約 1

万点。志村義男先生は、平成 13年にご逝去さ

れたのですが、先生のあ宅の納屋の 2階部分に

保存されており、ご遺族の方から、当 NPOの
杉野孝雄理事に、その標本の処理を委任されて

いたのです。長いこと屋根裏で、やや環境が悪

い所に保存されていたせいが、新聞紙は変色し、

一部虫に食われたりしていましたが、静岡県企

画部が配車して<れた車で、センターヘ運び込

み、同0寺に植物関係の書籍や学会誌、雑誌など

も搬入しました。この標本については、現在杉

野理事が整理中です。

7月に搬入されたのは、故寺田 徹氏の現世

貝類、特に駿河湾の員を中ノらにした約 1万点の

標本です。寺田さんは、この NPOの前身の静

岡県立自然史博物館設立推進協議会において、

監事として、博物館建設推進に向けて努力して

<ださつた方です。しかし平成 12年 10月志

半ばでご逝去され、数 10年に渡つて集められ

た標本は、ご家族が保存されていました。しか

し、寺田さんの 7回忌終了後、家族で話し合い、

当 NPOを通して県に寄贈するとともに、有効

に活用してもらいたい旨連絡がありました。寺

田家の一室の壁一面に積み上げられた缶の

山々。お菓子などの空き缶などに、きちんと整

理された標本、約 300缶を運び込み、これから

登録、整理をしていきます。この寺田標本の価

値や内容については、後に書かれている、コレ

クシヨン紹介を参照して<ださい。

どんどん、集まり続ける貴重な標本の数々。

まだまだ多<の隠された標本が存在します。こ

れらの標本の価値を生かすも殺すも、これらを

展示、保存する施設にかかつています。

一刻も早い、設立への準備が望まれます。

土 隆∵氏海外の貝類化石標本
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志村義男氏シダ類標本



他県自然愛好会との交流報告

「信州昆虫冒糾館と光風蒙輪ハウス」

池谷仙之

オランダの昆虫学者 Swalmerdan,」 anによつて

書かオした “Histoire Genera:es des :nsectes''

(1682に出版 された英訳本 )を説明す る安藤先

生 (右か ら2人目).

6月 7日、8日 に長野県上田市を訪ね、地元

の各種自然愛好団体との交流会をもつた。こ

のような試みは最初のことなので、本会から

は多<の会員には声をかけずに理事を中ノトと

した 8名が参力0し た。目的は開館から 5年を

経た小県郡青木村の「信州1昆虫資料館」を見

学することと、上田市諏訪形に手作りで建て

た「光風褻輪ハウス」で夕食を囲みながら自

然史に関する研究活動の情報交換をすること

であつた。千曲川のほとりに奈良0寺代から栄

えた塩田平の上田市は信州の鎌倉と称され、

豊かな自然とともに多<の史跡が残されてい

る。静岡からは、韮崎、岡谷を経て長野自動

車道の麻績 ICな ら県道 277、 国道 143を通つ

て田沢温泉を目指し、十観山中腹の昆虫館ま

で約 4時間の行程だつた。

信州昆虫資料館 (4月上旬なら 11月中旬ま

で開館)は「ハチ束」し症」の研究でも著名な

青木村の内科医小川原辰雄先生のご努力によ

つて開設された小さな博物館である。長野県

産全種の蝶 (149種)を はじめ、日本産のほ

ぼ全種 (約 250種)と甲虫やハチなどの昆虫

標本を主体に生態環境やlEl体変異、地域変異

の解説と共に展示されている。上田市の故清

水明氏の東信地方アブ類と清水常夫氏の上小

地域ハエ類のコレクシ∃ンも圧巻であつた。

上田平や浅間連峰を展望できる標高 1000メ

ートルの広葉樹林の中の建物は元農協の保養

所で、広い玄関を入るとロビーにはグランド

ピアノが据えられ、その続きに開架式の図書

室 (昆虫関係の文献や図書など約 2500冊)が

あり、浦洒なホテルに来たようである。標本

|ま 2階の大広間を改装して展開され、参加し

た高橋、諏訪、清さんはチヨウ、平丼さんは

甲虫のコーナーから時間が来ても離れず、食

い入るように見ていた。

この日は顧間のトンボ博士、安藤裕先生 (筑

波大名誉教授)の「ムカシトンボとマダラヤ

ンマ」の講演会があり、地元の保護研究会の

メンバーと共に先生のライフワークであるト

ンボについてのアカデミツクな話を拝聴した。

テイーセレモニーは心象画家でもある当館主

事の野原未知さんの大作「風を学んで」(140x

680 cm)が壁いつぱいに掲げられた豪華な造

りのダイニングルームで、村の方々による「そ

ばがき」と「そば団子のあ |ず もの ?」 のおも

てなしを堪能した。建物の周囲は草原と山林

に囲まれ、まだ八重桜の花びらが枝にしがみ

付き、つつじや藤の花が咲きはじめ、静岡と

は違つてようや<新緑の季節がやつて来たよ

うな遅い春の様相であつた。ここでは昆虫採



休耕田に造ったビオ トープ池

集解禁の自然観察会など、 0きにはコンサート

も開かれるとか。うらやましいような環境で

ある。また、最近搬入したという岩国市の昆

虫画家山田靖さんの水彩画 250点が別室に展

示されていたのに気づかず、これを見なかつ

たのは不覚であつた。

昆虫資料館の見学後、「NPOう るわしの里」

代表の小泉寿彦氏の案内で浦野地区に展開さ

れているビオトープを見せて頂いた。かつて

の改修工事によつて三面コンクリートになつ

ている河川の所々にごろた石を沈め、革を生

やし、小魚や水棲昆虫を育てている。また、

遊休荒廃農地を整備して造つた池にはアヤメ

やシ∃ウブが咲き、ヒシが繁茂していた。野

草園はまだ造成中であつたが、背後のオオム

ラサキの森と孟宗竹の林など夢―杯の計画で

ある。静岡では放置された孟宗竹の拡大に悩

まされているが、所変われば貴重な竹林なの

かと考えさせられる。夕方、室賀温泉「ささ

らの湯」で汗を流し、今夜の宿となる光風褻

輪ハウスに急いだ。

光風製輪ハウスは上田市街を―望できる小

牧山の中腹に建てられた憩いの自由空間「い

つでも、だれでも自由に使え、集える場所が

欲しい」との願いで、家氏重子さんご夫妻の

手作りの家である。地域のコミュニケーシ∃

ンの場として使う人の自主管理の下に、寄付

や志しによつて運営 口維持されている。80畳

近い大広間と 24畳の和室にロビー、足湯 口
,谷

室 口台所、レンガ造りのバン焼き釜などを備

え、だれでも受け入れる家族的な雰囲気は地

元の人々の憩いの空間であり、活動の拠点と

なつている。ここではバーベキュウが用意さ

れ盛大な歓迎を受けた。

日暮れと共に大広間での団らんは深夜まで

自然史の話に花が咲き、最後は酔いつぎれて

布団に包まつた。千曲川少年団、とんぼの会、

環境市民会議、砥石伊の会など多<の方々と

懇親できたことは有意義であつた。

夜明けとともに三宅さんが裏山の探鳥に出

かけたのはいつものことで、重子さんのノらの

こもつた朝食を頂き、高仙寺小泉大日堂に収

められている「シナノイルカ」の化石 (模式

標本)を文化財審議委員の甲田三男先生の案

内で見学した後、氷河時代の生き残り「ブル

ーに輝<美 しいマダラヤンマ」が生息すると

云う江戸 0守代に造られた溜め池を訪ねたが、

残念ながら成虫は 9下旬～10月初旬でなけれ

ば見られないとのこと。学6べき沢山の情報

を得て静岡に戻つた。

最後に今回の交流会をアレンブして下さつ

た筆者の 40年来の友、化石少年であつた小太

郎こと塚原吉政氏に感謝する。

ヤマメの塩焼きに舌鼓する野外パーティーの一コマ 延々と続 く夜中の議論



南アルプス ニ軒小屋周辺で自然観察会

諏訪 哲夫

椎島に新しくできた白旗史朗記念館

7月 26,27日、大丼川の源流、南アルプスの

麓標高 1,400mにある三軒小屋の周辺で観察会

を行いました。昨年は直前になつて県道南アル

プス公園線が畑薙第一ダム手前で道路崩落の

ため通行止めとなり、残念ながら観察会は中止

となつてしまいました。今年も丼川ダム付近の

崩落で主要道路は通行止めとなつて心配され

ましたが、迂回路があつたため何とか実施する

ことができました。

大丼川源流域は長野県・山梨県・静岡県の三

県にまたがつてそびえる間ノ岳を頂点とし、そ

の南にかけて約 2万 5千 haが東海バルプ所有

の山林で、後に東海バルプの倉」立者となる大倉

喜八郎が明治 28年購入して以来 100年以上に

わたつて木材の生産が行われてきたところで

す。その拠点となつていた二軒小屋に静岡方面

から行<ことは、今では車で日帰りも十分可能

となりましたが、以前は大変な苦労を強いられ

ました。山梨県早川町を経由して徒歩で 6時間、

標高 2000mあ まりの転付峠を越えてやつと二

軒小屋にたどり着きました。あるいは大丼川に

沿つて丼川から延々70kmを歩<ことになりま

す。昭和 30年代初めまでは静岡から丼川まで

の富士見峠越えの県道もなかつたのですから、

3日 も 4日もかかつたことでしよう。

参力0者は、野鳥、哺乳類、昆虫、地質に興味

のある会員 16名でした。毘虫班は 1日 日、林

道東俣線の赤石沢橋および木賊周辺を主体に

調査・観察を行いました。この日は朝から夏の

日差しが強烈に照りつけ気温も高いため、普段

は樹上を飛んでいる蝶も涼 しいところを求め

て、大きな樹木に覆われ、路面の湿つた林道上

に降りている個体がい<つか見られました。こ

れらは、ウラキンシブミ、アイノミドリシブミ、

フブミドリシブミ、ミスブチョウ、エルタテハ

などでした。2日 目も好天に恵まれ、昆虫班は

西俣を 2kmほど調査しました。この西俣、かつ

て極めて昆虫類の多いところでした。しかしど

のような理由なのかのかりませんが今は激減

してしまいました。それでもこのような状況の

中で静岡県ではまだ数頭しか採集されたこと

のない珍しい蝶、ウスイロオナガシブミが複数

採集されたことは大収穫でした。

鳥類班は、初日、東俣林道沿いに野鳥の生息

調査を実施、途中の植林地でクマハギにより枯

れたヒノキが目立つていたのが印象的でした。

2日 目は、一部の人は千枚小屋から干枚岳へと

登りました。途中ライチヨウには出会えません

でしたが、ホシガラス、イワヒバリといつた高

山に住ぬ野鳥が観察されました。干枚小屋周辺

では、シカによる高山植物の食害も日立ち、マ

ルバダケブキ、トリカブトといつた食べられな

い植物だけが残つていました。宿泊は、一部桂

島ロツプに泊まつた会員もありましたが、二軒

小屋宿泊班はテントと登山小屋を利用し、偶然

東京から蝶の調査に来ていた静岡昆虫同好会

会員で静岡出身の∪氏も交えバーベキューを

楽しみ、会員相互の親睦と交流を深めました。

夕万から、上空を飛6ヤマコウモリを観察し、

日音<なつてからは、バツトデイテクターを使つ

て、ヤマコウモリやヒナコウモリ属のコウモリ

の超音波を聞いたりしました。夜、遠<に雷な

ども聞こえましたが、解散までは天気に恵まれ

た自然観察会でした。

楽 しくテン トでバーベキュー



群馬県立くんま昆虫の森見学記

三宅 隆

8月上旬、当 NPO収蔵のナウマンゾウの牙の

鑑定を依頼するため、預けてあつた群馬県立自

然史博物館へ行<機会があり、その帰りに桐生

南にある、新しい環境教育施設の「群馬県立ぐ

んま昆虫の森」を見学してきました。この施設

は、2005年 8月 1日 に、桐生市郊外の新里町

の 48haと いう広大な土地に建設された、生き

ている昆虫を主体とした、国内では珍しい施設

として開園しました。園長は、NHKラブオの子

供質問コーナーであなじみの矢島稔さんです。

実は、私が東京の多摩動物公園で多医実習を

している3寺に、昆虫館の係長をされていたので

す。十数年6り にお会いしましたが、とても喜

寿には見えないで、お元気で安ノトしました。

この園は、昆虫観察館と、広大なフイールド

からなつています。フイールドは、水田、桑畑、

富士山沼、雑木林の 4つのゾーンからなり、移

築したかやSき屋根の農家もあります。広いた

め、職員やボランテイアによる自然観察ガイド

ツアーで見学することができます。雑木林コー

ナーのクヌギ林では、日の前で沢山のカブトム

シやカナブンが樹液に群がり、来ていた子供た

ちは大興奮でした。園内には、昆虫に合わせた

色々な食草が植えられ、管理されていました。

昆虫観察館は、透明なドームに覆われた大き

い建物で、3階の構造となつており、3階の入

□から入つていきます。2階には里山の毘虫た

ちの生態展示やワークシ∃ツプフロアーがあ

ります。1階には沖縄西表島の景観を再現した

生態温室があり、オオゴマダラやコノハチ∃ウ

など亜熱帯のチ∃ウが舌L舞 し、バツタやナナフ

シが見られます。これらの昆虫を常に展示する

ために、別館として食草・育成温室が併設され、

各種チ∃ウの孵化、育成をしています。これら

幼虫の飼育には、この地方の伝統産業であつた

養蚕技術が生かされているとのことでした。

年間約 10万人の来園者があり、運営は、17

名の県職員と臨時職員 18名の 35名。それにボ

ランテイアが 80名 <らいで行つているとのこ

と。やはリボランテイアの力は必要ですね。

昆虫観察館 樹液に群がるカブ トムシ

亜熱帯生態温室 帽子にとまつたコノハ
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三重県で再捕獲された富士山 (山梨県側 )

からの個体〔
Fujiのマークがある:

4
アサギマダラが海を越えて渡 りをすることざ分かつてきたのは1980年代 lc‐ なつてからである、

それまでは、秋になると山地から低地に降りて<ろ <らいにしか考えられていなかつた。とこ

ろが沖縄などの南西諸島では春と秋 |こ は多いのに夏になるとまつた<姿を消すことがら、海を

越えての移動づ考えられるようになり、鹿児島昆虫同好会を中/卜 に、はねにしろしをつけて放

すマーキング調査が行われるようになつた。その結果、種子島で放したアサギマダラが福島県

で見つかるという、予想をはるかに超えた長距離の移動をしていることが明らかとなつた。

一方、愛知県の伊良湖岬には、秋になるとサシバなどの渡 り鳥の渡 りの観察に多<の野烏観

察者が訪れている。渡り鳥と一緒にチ∃ウのアサギマダラも次々と海に出て行<事に気づいた

静岡県の野鳥観察者の情報 |こ、静岡昆虫同好会 |こ よる調査が行われ、その移動のようすを確認

するとともに、伊良湖で放 したチ ∃ウが不□歌山県で再捕獲されるという成果をあげた。

やがて各地の自然史博物館などを中ノいにしてマーキング調査が盛んに行われるようになり、夏

は山地でイケマという落葉 ll■のガガイモ科の植物の葉を幼虫が食べて育ち、羽化した成虫は秋

になると移動して低地や南西諸島などに達する。そこで幼虫がキブ∃ランやサクラランという

常緑性の植物を食べて育ち、翌年羽化して成虫となり、春から初夏にかけて北の方向や山地区

移動する。そんなことが分かつてきた。

今ではインターネツトの普及とともにマーキング調査はますます盛んになり、毎年数百汐」の

移動が確認され、移動距離も2,000 k mを越えるものも出てきた。台湾との行き来も明らかに

なつている。しかし、チ∃ウに方向が分かるのか、自力で飛んで行けるのか、まだまだ謎は多

い 。
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静岡県のカタツムII(1)

オ :i…遠征隊による採異

4    /ン̀  
で

シモダマイマイ     ´

ペルリヒダリマキマイマイ

↓
、4iう ;:

警́i
ミュ″ に

シモダマイマイ (上 )、 ヒダリマキマイマイ (下 )

Narrative ofthe Expedition of an American Squadron

to the China Seas and」 apanよ り

静岡県は、幕末に外国人の訪れることのできた数少ない地であり、多<の生物の標本づ海外

に持ち出された。下田へ来航したベリー遠征隊の採集した貝類を研究した」ohn C.Jayは、1856

年に出版されたアメリカ議会への報告書「 Narra百∨e ofthe Exped面on of an Amettcan Squadron

to the China Seas and Japan,perforrTned in the years 1 852,1853 and 1854」  ( |～ ‖1巻、 日本遠

征記)の ‖巻に収められた論文中で、2種の日本産のカタツムリを記載した。

その―つ、シモダマイマイは下田産の新種として記載されたが、現在ではミスプマイマイの

一亜種とされる。貝類プレート∨には、殻皮の状態から死貝のものと考えられる2つの色帯の

型が示されている。シモダマイマイではこの型は多<はないが、出現頻度の低い色帯の個体が

選ばれた理由は良<わからない。残念だが、江戸時代の日本人にとつてカタツムリは産物とし

ても愛玩物としても重要ではな<、 分類しようという姿勢は希薄だつた。したがつて、これは

_静 岡県における、種者の明らかな最も古い記録でもある。

ベリー来航以前に記載されていたヒダリマキマイマイの新参異名とされる Hel峡 perryiベル

リヒダリマキマイマイも、江戸産の新種として記載された。しかし、ベリーー行は入府してい

ないから、江戸で採集したとは考えられない。」ay論文中では他に、江戸の島、江戸湾の産地

表記があり、江戸の地名はベルリヒダリマキマイマイの記載にのみ使用された。 ‖巻に収めら
れた他の著者の論文をみると、鳥類 (横浜、江戸湾)、 魚類 (江戸湾)、 植物 (横浜)の表記

がある。横浜では遠征隊による採集が精力的に行われたのに、Jay論文中に見られないことか

ら、意図的に横浜に対して江戸という地名を使用して、遠征隊の外交的成果に敬意を表し、べ

リーに献名したと推察される。また、この種は下田付近でも多産するにもかかわらず、江戸と

表記できる産地のものが選択されたと考えるのは、考えずぎだろうか。
ベリー遠征隊の報告書は、自然誌という政治とは無関係に思える部分にも、新興国アメリカ

の気負いが垣間見える。カタツムリに限らず、日本で見られる普通種の多<は欧米で記載され

、その閲覧や複写には努力が必要となる。タイプ標本となれば、なおさら困難が多い。自然誌

に対して戦略的に取り組んできた欧米の圧力が、現在も続いている。自然を子供の学習教材と

してしか捉えない日本の傾向に、底の浅さを感じるのは私だけだろうか。
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ミニ博物館

石にかけた青春の思い

静岡の化石・鉱物展報告

!故大橋昭彦氏化石 日鉱物コレクション

横山謙二

8月 25日 (月 )から 31日 (日 )まで、ミニ

博物館 “静岡の化石 鉱物展"を静岡県自然学

習資料センターの 3階で開催しました。ここで

行うミニ博は、これで 4回 目になります。今回

こそは、た<さ んの人に見てもろおうと努力し

てきました。

展示準備は 6月から始めて、約 2ケ月間かけ

てじつ<り と手間をかけて作成しました。特に

苦労したのは、標本ケースでした。なるだけお

金をかけず、廃材をうま<利用し作成しました。

展示は、大橋昭彦氏コレクシヨンをメインに、

NPOが静岡新聞日曜版に連載中の『 しずおか自

然史』の地質関連標本やナウマンゾウ発掘関連

標本を展示しました。大橋昭彦氏コレクシヨン

の見どころは、北海道産アンモナイトや古代サ

メのメガロドンの歯化石で、大橋氏愛用の採集

道具やノートなども展示しました。『 しずおか

自然史』では、ミニ博初公開の NPO所蔵の旧

浜北市産のトラの化石レプリカ標本を展示し、

ナウマンゾウ発掘コーナーでは、同じ<ミニ博

初公開の日本海産のナウマンゾウ牙を展示し

ました。また、牧之原市から産出した静岡大学

キヤンパスミューブアム所蔵のナウマンゾウ

臼歯 (レ プリカ)も見どころの一つでした。ま

た、子供たち大人気の化石発掘体験コーナーも

設置しました。

開催期間中、朝から多<の見学者がありまし

た。また開催初日・最終日には、故大橋昭彦氏

のご両親が見学にこられ、息子さんが集められ

た貴重な標本を多<の方 |こ 公開できて喜んで

あられました。見学者は、化石 口鉱物に興味の

ある方が多<集まり、中には採集された岩石を

もつてこられ、石の種類を熱ノらに質問される方

もいました。また、今までのミニ博ですつかり

あなじみになつた近所の小学生も毎日のよう

に、友達連れで見学に来て<れました。また、

来場者からは、これらの標本を常設展示してほ

しいという要望がい<つも聞かれました。

来場者数は、初日は初日来場者数最高の 60

名でした。 2日 目も 64名程来場者があり、そ

して 3日 目には、1日の来場者数最高記録の 87

名の入場者がありました。 5日 目で、ここで行

つたミニ博の最高入場者数 244名を超えました。

そして、週末土曜日には 95名、日曜には 96名

と 1日 の来場者数最高記録を更新し続け、開催

期間 1週間の来場者数合計は過去最高 491名 に

なりました。また、期間中 6名が NPO会員に

なつて<れました。今回のミニ博では、事前に

学校ヘチラシを配るといつた宣伝はせず、会員

への葉書による開催案内、及び報道資料による

新聞などへの広報活動だけでしたが、にもかか

わらず、これだけの来場者があつたのは、静岡

には縁のないアンモナイトなどの標本が見ら

れるといつた魅力があつたからだと思います。

標本室の見学



また、県内にこれだけ多<の化石・鉱物の愛好

家がいることを知ることができました。駅回の

ミニ博では、さらに、より多<の人に見学して

もらえるよう努力したいと思います。

今回のミニ博では静岡県自然学習資料セン

ター初の博物館実習があり、静岡大学の実習生

に即戦力として働いてもらいました。また、静

岡大学キヤンバスミューブアムならは標本を

貸していただきました。今後も、大学との連携

の必要性を感じました。

大きなアンモナイ トに触る 採集 した岩石を持ち、質問する来場者

しずおか自然史コーナー

子供たちに説明する実習生、村本君

しずおか自然史コーナー

活躍 してくれた実習生

(左 :村本君、右 :僻 り:|さ ん)
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コレクシ∃ン紹介  (12)

寺田 徹 貝類コレクション

延原 尊美

寺田 徹さんは、静岡県自然史博物館ネツト

ワークの前身である静岡県立自然史博物館設

立推進協議会のメンバーであり、静岡県の海生

貝類の熱心なコレクターでした。2000年 10月

に急逝されてしまうまで、25年間にわたつて駿

河湾内の貝類を定期的に採集し続け、貴重な標

本や生態学的なデータを蓄積されてこられま

した。本年 7月に、ご家族の方からそれらのコ

レクシ∃ンをご寄贈いただきましたので、その

内容を紹介いたします。

駿河湾は、海底地形や海流系の影響で、海洋

生物にとつて実に多様な生息環境が存在 して

おり、世界的にも重要な海域です。寺田さんの

採集活動は、定期的に駿河湾沿岸の 20近 <の
漁港に通い続け、漁船の収穫物をその漁法とと

もに丁寧にチエツクし、また自らも海岸・潮間

帯での採集を積みかさねるという地道なもの

でありました。この作業を、25年間、しかも駿

河湾の両岸 (西伊豆イ貝」と静岡一御前崎倶」)を対

象に継続されたその情熱には圧倒されます。海

岸から深海までありとあらゆる生息場の貝類

を収集することに努められてきた結果、駿河湾

に生息する貝類のほぼ全種をカバーしたコレ

クシヨンとなつています。駿河湾産の標本だけ

でも、713種 (巻貝類 541種、角貝類 5種、三

枚貝類 167種 )、 外国産の標本も含めれば 2,025

種 (巻貝類 1559種、角貝類 7種、二枚貝類 445

種 )、 総計 10,000点以上にも及びます。

標本のほとんどは生貝を処理 した貝殻標本

で、保存状態はきわめて良好です。ニシキガイ、

ウグイスガイ、ヒヨクガイ、ギンエビス、イト

マキナガニシ、メダカラガイなどについては、

個体変異、成長履歴、地方型を示すと思われる

標本群についても保管されており、分類学的に

価値ある集団標本も含まれています。また、

個々の標本には採集日・産地を記入したラベル

がきちんと付されていて、採集ノートに記され

たそのときの採集法のデータと対応させて、駿

河湾内の貝類相の25年間の変化を解析するこ

ともできます。

寺田コレクションのように、定点における生

物相の変化を長期間にわたつて記録 した資料

は、地球温暖化や環境汚染が生物へ及ぼす影響

を評価する上で欠かせないデータベースです。

しかしながら、官公庁や行政機関、大学も含め

各研究機関においてさえ、そのような長期観浪」

データを標本と対応できる形で整備 している

例は決して多<あ りません。この点からも、寺

田コレクシヨンは、静岡県の―級の自然史資料

といえます。

実際に、寺田コレクションには、ウネダカモ

ミブボラ、シュスツツ
゛
ミ、ヒメキリガイ、オニ

ノハなど、これまで紀伊半島以南にしか分布が

認められていなかつた貝類が数多<含まれて

います。つまり寺田コレクションでの採集記録

は、これら南万系種の分布の北限をさらに北倶」

に更新することになります。採集記録を整理す

ると、これらの南万系種は、伊豆半島側に限ら

ず静岡―御前崎倶」でも繰 り返 し採集されてお

り、湾内に定着 している可能性も考えられま

す。寺田コレクションは、ここ 25年間におけ

る駿河湾の温暖化を裏づ |す る基礎データとな

る可能1生もあり、学術的にも散逸させてはなら

ないコレクシ∃ンといえます。
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清水区 岡生涯学習交流館での『静岡県の自然展』報告

横山 謙二

7月 25日 (金)～8月 7日 (本)に静岡市清

水区にある岡生涯学習交流館からの依頼で展

示をおこないました。

岡生涯学習交流館は、旧清水市の中央公民館

があつたところにあります。展示場所は、1階

ホールで、とても広<80mもありました。A3

サイズの写真が 60枚も展示することができま

した。

展示内容は、静岡の自然をテーマに、“身近

な自然"、 “絶滅の恐れのある動植物 "、 “県内の

特定外来種"の小テーマに分け、解説文、写真、

標本を展示しました。“県内の特定外来種"の

展示は、今回の展示会のため作成したもので、

今現在その一部を静岡県自然学習資料センタ

ーの 1階と 2階の間の掲示板に展示してあり

ます。

今回の展示は、夏休みで訪れた小学生に、な

かなか人気があつたようです。交流館の職員の

方からは、ぜひまた、展示企画を考えてほしい

と、頼まれました。

鵬■L和 ご=ご :ョ

闘口襄昇F5'LW咄 :

展示を行つた一階ホール

専 圏 ■ 国 轟

特定外来種の展示物

図書紹介

大阪市立自然史博物館叢書②

標本の作り方
自然を記録に残そう

大阪市立自然史博物館著

東海大学出版会 2500円

本書は、大阪市立自然史博物館叢書の第 2巻として、大阪市立自然

史博物館のそれぞれの専門学芸員が執筆して編集された本です。目次

は以下の通りで、博物館の大型標本から家庭や学校で簡単に作成でき

る標本、また標本の記録のつけ方、標本の活用、採集のマナーまで、

写真とイラストも活用されて、とてもわがりやす<解説しています。

標本を実際に作らない人でも、読み物としても気楽に読めて、自然史博物館の標本作成や保存など

仕事に触れられる本です。

1章 化石・岩石・鉱物の標本作り、2章 植物・菌類の標本作り、3章 昆虫の標本作り、4

章 無脊椎動物の標本作り、5章 脊椎動物の標本作り、.6章 記録を残そう、7章 標本や記録

を使つてみよう、8章 採集のマナー、あすび、付録 1 標本作りに必要なものの入手、付録 2 主

な自然史系博物館

標本の作 り方
自琳を記饉に残そう

つ
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